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今月の話題 
 

■2007 年能登半島地震の余震に関する調査研究について 
 2007 年 3 月 25 日に能登半島沖で発生した地震（M6.9）の余震活動や地殻変動等を調査するた

め、金沢敏彦地震研究所教授を代表者とする研究チームは、文部科学省科学研究費補助金（特別

研究促進費）により、「2007 年能登半島の余震に関する調査研究」を行います。 
 
１．研究課題名 

 2007 年能登半島の余震に関する調査研究 
 
２．研究チーム 

 北大、東北大、東大、東工大、新潟大学、富山大学、金沢大学、名大、京大、九大、 
 鹿児島大学、防災科学技術研究所、産業技術総合研究所（研究者 20 名） 
 
３．研究目的 

 2007 年 3 月 25 日 9 時 42 分頃に能登半島西岸付近の深さ約 10ｋｍでマグニチュード（M）6.9
（暫定）の地震が発生した。この地震により石川県では最大震度 6 強を観測し、人的な被害に加

え、家屋の全半壊、道路被害、土砂崩れ等の甚大な被害を伴った。本震の発震機構は西北西－東

南東方向に圧力軸を持つ型で、地殻内の浅い地震である。 
 これまでの最大の余震は 25 日 18 時 11 分頃及び 26 日 7 時 16 分頃に発生したＭ5.3（暫定）の

地震で、それぞれ余震域の北東端、南西端で発生している。これまで能登半島及びその周辺では

1600 年以降、M7 を超える地震は知られていないが、能登半島西方沖では北東－南西方向に延び

る長さ約 20km の南東傾斜の逆断層が確認されており、その一部が今回の地震に関連した可能性

が指摘されている。 
 本研究計画では、余震の精密な空間分布等を求め、今回の活動で発生した断層の正確な位置と

形状を把握し、本震の性質の推定等を行う。 
 なお、地震が発生した断層の位置、形状を推定するためには、測地学的手法や地震学的な手法

を用いた調査が必要となる。また、今回の地震は震源域の一部が海域となり、正確な地震活動の

把握は、陸域の地震観測網からだけでは困難である。そこで、海域における地震観測を含む総合

的調査に行い、被害まで含めた今回の地震活動の正確な把握を行うことにより、地震発生の詳細

の把握と今後の地震防災に資することを目的とする。 
 

４．調査内容 
（１）海底地震観測及び陸上臨時地震観測による余震活動調査 
 今回の地震の震源域に、多数の臨時地震観測点を設置し、余震観測を行う。また、海域の震

源域には、この余震観測により、自己浮上式海底地震計を設置し、余震観測を行う。これらの

観測から、余震の精密な空間分布、余震発生の時間変化、余震の発震機構解などを求め、余震

活動の正確な把握、本震の性質の推定、余震分布と構造との関係等を明らかにする。 
 
（２）GPS を用いた地殻変動調査 
 陸域震源域に GPS 観測点を設置し、正確な地殻変動を調査する。地震後の地殻変動の監視に

ついての調査により、地殻内変形と広域応力場との関係を明らかにする。 
 

（３）電磁気観測による地殻活動調査 
 陸域震源域に電磁力計を設置し、電磁気観測を行う。これにより、地震活動に伴う電磁気変

動を把握し、震源域の電気的構造の変化を推定する。 
 

（４）災害調査・強震観測による強震動発生特性調査 
 地震動による構造物等の災害調査を行うとともに、余震の強震動を観測することにより、大

きな地震動生成機構の解明を行う。また、これらの結果により、本震の震源過程を推定する。 
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第８４８回地震研究所談話会（2007 年 3 月 23 日） 
ｓ 

 

話題一覧     ★は以下に詳しい内容を掲載 
 

 

★１．地震予知研究の今後に向けて（お別れ講演） 

     山岡耕春 

 

 ２．日光・足尾の地震活動から見えてきたこと 

     萩原弘子 

 

 ３．マントル深部への水輸送の地震学的証拠 

     川勝均・綿田辰吾・飯高隆・本多了・竹内希・西田究・折橋裕二 

 

 ４．「首都直下地震防災・減災特別プロジェクト」検討報告 

     平田直・佐藤比呂志・島崎邦彦・纐纈一起 

 

 ５．伊豆大島火山の表面熱特性の解析 

     栗田敬・Ｄ．バラトー・Ｊ．ボーシェ・市原美恵・高橋昇吾・TIMVA 研究グループ 

 

 ６．海底地震計の波形解析のための、曳航型制御震源観測システムの開発 

     望月公廣・篠原雅尚・山田知朗・金沢敏彦 

 

 ７．連続テフラ層の掘削による富士山初期の活動履歴解読とマグマ発達過程の解明 

     藤井敏嗣・金子隆之・安田敦・中田節也 

 

 ８．トラップ波を用いた跡津川断層破砕帯構造の抽出 

     加藤愛太郎・飯高隆・新井隆太・岩崎貴哉・平田直・中川茂樹 

 

 ９．津波規模の定量化とその意義（最終講義） 

     阿部勝征 

     ※ニュースレター2007 年 3 月号 今月の話題 参照 
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地震研究所に来て 3年になりますが、大変気持ちよ
く精一杯仕事をすることができ、やり遂げたという感
じがしています。4 月からは、名古屋大学の地震火
山・防災研究センターに移ります。今日は、「地震予知
研究の今後」というタイトルでお話をさせていただき
ます。

地震研究所での3年間
ここでお話するに当たって、自分が 3年間何をして

きたかを振り返ってみました（図 1）。地震予知研究協
議会の企画部では、地震と火山噴火の予知研究協議会
の統合や、大学法人化に対応して「地震・火山噴火予
知研究の連携と協力に関する協定書」を大学間で締結
しました。
さらに、文部科学省の測地学分科会地震部会の観測

研究計画推進委員会に地震研の代表として参加し、日
本の地震予知研究計画の評価と推進の役目を行ってき
ました。そのアウトプットとして、年次報告書の作成、
年次報告シンポジウムの開催、レビューなどを行いま
した。詳しくは、後ほどお話しします。
この 3年間にもいくつかの大きな地震が起きていま

す。特に、私が地震研に来た 2004 年には、紀伊半島
南東沖の地震から始まって、新潟県中越地震、スマト
ラ沖の巨大地震津波と、立て続けに大きな地震があり
ました。防災研究フォーラムや自然災害研究協議会を
通じて、調査チームなど研究組織の立ち上げにも携わ
りました。
以上がオフィシャルな仕事です。それ以外にも、日

本地震学会の地震予知検討委員会のメンバーと地震予
知に関する本の出版を画策するなど、いろいろなこと
をしてきました。なぜ、本の出版を考えたかも、お話
ししたいと思います。
また、映画『日本沈没』の科学監修をやらせていた

だきました。これは、とても思い出深いものでした。
映画をきっかけに地球科学に興味を持った方へのフォ
ローアップのため、地球科学の疑問に答える Q&A コ
ーナーを地震研のホームページに開設しました。2006
年の地震研一般公開では、公開講義をさせていただく
という機会もいただき、大変うれしく思っています。
それ以外にも、災害教訓の継承に関する専門委員会

や国土交通会議など、いくつかの委員会・会議にも関
係し、勉強もさせていただきました。

地震予知研究の今後
山岡耕春

図 1：地震研究所での 3年間
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地震と火山噴火の予知研究協議会を統合
まず、予知研究協議会企画部で何をしたかを、詳し

くお話しします。予知研究協議会企画部では、地震予
知研究協議会と火山噴火予知研究協議会を統合し、ま
た大学間で「地震・火山噴火予知研究の連携と協力に
関する協定書」を締結しました。
大学の地震予知研究体制で重要なことは、協調と競

争です。他分野と競争するためには一緒になって戦う
ことが必要ですし、互いに切磋琢磨することも必要で
す。予知研究協議会は、地震予知研究と火山噴火予知
研究を行っている大学間の研究連携と協力を推進する
ための組織で、全国 12 の大学が関係しています。国
立大学であった時代は、文部科学省を中心として各大
学が一緒に研究を行うことは当たり前でした。しかし、
2004 年の大学法人化によって、各大学の独立性が高
まりました。そうなると、各大学の観測研究センター
の位置付けを明確にし、地震予知研究計画への参加を
きちんと表明することが大事だと考え、連携と協力に
関する協定を大学部局間で結んでいただくことにした
のです。
測地学分科会地震部会や観測研究計画推進委員会に

おいて、各研究機関の把握と成果の評価を行い、主要
な成果は年次報告シンポジウムで発表していただいて
います。この 1年でこんな成果が出たということをア
ピールすると同時に、来年は自分が成果を出してここ
で発表しようという、競争的な雰囲気を出すことも大
事だと思っています。年次報告シンポジウムは 8年前
から始め、毎年 100 ～ 200 人が集まって活発な議論
が行われる場として定着しています。
また、年次報告書も毎年、かなり手間を掛けて作成

しています。これを作成することで私自身も勉強にな
りましたし、多くの人にも読んで勉強していただけれ
ばと思います。一方で、地震予知はここまで来た、と
いうことを社会にアピールするレビューも必要です。
今年は、「地震予知のための新たな観測研究計画（第 2
次）の実施状況のレビューについて」も作成しました。

スマトラ沖の巨大地震津波のインパクト
大きな地震が発生すると、研究者が現地に行って調

査を実施します。私は、防災研究フォーラムや自然災
害研究協議会を通じて、調査チームなど研究組織の立
ち上げにも携わりました。その中で一番印象が深かっ
たのが、2004 年のスマトラ沖の巨大地震津波です。
私たちはこれまで、日本の中で防災や災害軽減の支

援をしていこうと考えてきました。しかし、もはや日
本だけではいけない。海外、特にアジア全体として災
害を軽減していく必要があることを、スマトラ沖の巨

大地震津波は如実に示していました。1995 年の兵庫
県南部地震に匹敵する精神的なインパクトがありまし
た。
スマトラ沖の巨大地震津波では、まず科研費突発災

害研究チームを、続いて、科学技術振興調整費緊急研
究チームを立ち上げました。その後のフォローアップ
として、科学技術振興調整費（日本のリーダーシップ）
に応募し、国際室室長の加藤照之先生を中心にシンポ
ジウム「Memorial Conference on the 2004 Giant
Earthquake and Tsunami in the Indian Ocean（ス
マトラ沖地震記念シンポジウム）」を開催しました。
災害先進国である私たち日本ができる貢献は何か。

研究者を含めたアジアの人材を育て、アジア全体の災
害を軽減することではないでしょうか。研究者は、ば
らばらに海外に出かけて調査を行うことが多く、必ず
しも横の連携はよくありません。今後は、国内の横の
連携を図ることも必要であると思っています。シンポ
ジウムでは、日本学術会議の黒川清会長に来ていただ
き、アジア科学会議への提言をまとめるなど、私たち
はアジアに向けて何をすべきかを議論しました。
私も何か貢献しなければいけないと思い、「日本に住

む外国人のための地震防災セミナー」を開催しました
（図 2）。防災とは、自助、共助、公助です。日本の進
んだ地震学や防災を学んでいただくことで、母国に帰
ったときに、その国の自助と公助の部分をレベルアッ
プをする助けになるのではないかと考えたのです。日
本には 10 万人以上の留学生がいます。ちなみに、ア
メリカのカリフォルニア州は 7 万 8000 人です。日本
は、最も多くの外国人が地震防災について学ぶことが
できる場所であるといえるでしょう。
地震防災セミナーは、英語によるセミナーと日本語

によるセミナーを行い、多くの人に参加していただき
ました。英語の回には大学院生や研究者が参加し、日
本語の回には学部生や中国と韓国から来ている人が集
まります。英語と日本語、両方でやることが重要だと
思います。

図 2：日本に住む外国のための地震防災セミナー
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期待されていない地震予知
地震予知研究とは少し離れた委員会にも、いくつか

出ています。必ずしも自分が貢献できているかは分か
りませんが、勉強になったものもあります。その一つ
が、災害教訓の継承に関する専門委員会です。日本は
1891 年の濃尾地震を契機として、地震防災のために
一歩を踏み出したこと、昔から地震予知と耐震建築は
地震防災の二本の柱であることを、改めて勉強しまし
た。
国土交通会議では、座長の一言が非常にショックで

した。国土交通省はどういうプロジェクトをすべきか
を議論していたときに、「すぐにできそうにないものは
重点にしなくてよいでしょう。例えば、地震予知のよ
うに」と座長がおっしゃったのです。地震予知という
のは、意外と期待されていないんですね。
地震予知が期待されていないことを示す例は、いろ

いろなところに見られます。「地震予知のための新たな
観測研究計画（第 2次）の実施状況のレビューについ
て」では、現時点における地震予知の到達度について、
地震予知は直前には困難と書かれています。また、プ
レート境界地震については研究が進んだけれども、内
陸地震についは発生機構のモデル化を始めた段階だと
されています。かなり控え目に書いてあるとはいえ、
これを読んだ国民は、「地震予知はまだまだなんですね」
「すぐには期待できませんね」と思ってしまうことでし
ょう。一方で、研究から出てきたアスペリティモデル
が防災対策などに役立っているという主張もしていま
すが、これは副産物としての扱いになっているのが現
実です。
そういう状況ではありますが、私は地震予知研究の

「建議」は、非常に誇るべきものだと思っています。国
土交通会議では「イノベーション 25」についてさまざ
まな議論が行われていますが、いろいろなプロジェク
トを無理矢理に理屈をつけて一つのプロジェクトとし
て提案されることがあります。そのプロジェクトが本
当にうまくいくのですかという議論になると、ほかと
連携しましょうという結論になります。それに対して、
地震予知分野ではもともと「建議」という「学術の基
本計画」で連携されています。これは非常に強い。
予算獲得は重要ですが、建議はそれだけが目的では

ありません。建議は、地震予知や発生予測など現在の
地震研究分野の現状と方向を示す研究計画として使わ
れるべきです。その研究計画の体系が明らかになって
いる、防災との連携において幹となっている、自分の
研究を位置付けることができることが重要です。しか
し現実は、災害軽減への貢献が分かりにくいという欠
点があります。

『地震予知の科学』の出版
1995 年以前は、地震予知研究の実施とならんで地

震予知に関する一般書も多く出版されてきました。
1995 年以降は、地震予知計画を見直して、「予知より
も防災」と言われるようになりました。一方で、基盤
観測網が整備され、また「地震予知のための新たな観
測研究計画」によって地震に関する知見が急速に進歩
しています。しかし、きちんとした地震予知を解説し
た本が欠如していることに気が付きました。最近の地
震予知本を見ると、ちょっと頭が痛くなるようなもの
ばかりで、困るのです。
そこで、地震学会の地震予知検討委員会のメンバー

図 3：地震予知研究の考え方
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で、地震予知の現状をきちんと解説した本を書くこと
にしました。『地震予知の科学』というタイトルで、東
京大学出版会から 5 月に刊行予定です。主な内容は、
地震の発生をあらかじめ知る、これまで何が行われて
きたか、この 10 年で何が明らかになったのか、地震
を予知することの今、地震予知のこれから、です。レ
ビューの解説本であるという声も聞こえますが、とに
かくきちんとした地震予知の解説本を出すことが、必
要だと考えたのです。

地震予知研究の考え方
現在の地震予知の研究では、地震のしくみと場を明

らかにし、計算機上でシミュレーションをして予測を
行い、さらにモニタリングによって予測の精度を上げ
る、という戦略をとっています（図 3）。これは、地震
予知の研究としてはとてもいいのですが、一般の人に
とっては「それで？」となってしまいます。
例えば、講演会で緊急地震速報の話をすると、「地震
予知装置についての質問なのですが」と手が挙がる。
私は、地震予知装置の話をしていません。一般の方は、
緊急地震速報は地震予知だと思ってしまうのです。親
戚からも「最近地震予知ができるようになったんだね」
と言われました。まだできていないと答えると、「だっ
て、ゆれる 30 秒前に分かるというじゃない」となる。
一般の人が知りたいのは、いつゆれるかであって、そ
れが地震予知なのです。これは誤解です。しかし、そ
の誤解を逆手にとり、予測を高度化することで、ゆれ
の予測や津波の予測を行うことまで目指すべきだと、
考えています。

映画『日本沈没』
ここからはおまけで、映画『日本沈没』についてお

話します。2006 年に『日本沈没』が 33 年ぶりにリメ
イクされ、科学監修をさせていただきました。旧作に
は竹内均先生が出演されていましたが、今回は私と土
井恵治さんが少し出ています。時代の変化を反映した
ものになっていると思いますが、まだご覧いただいて
いない方はDVDも出ていますので、ぜひ。
映画をきっかけに地球科学に関心を抱いた方の疑問

に答える Q&A コーナーを地震研のホームページに設
置しました。皆さんの興味を深めて、第二、第三の
「日本沈没世代」を生み出せたらいいなと思います。朝
日新聞など新聞各紙で取り上げていただき、100 万を
超えるアクセスがありました。話題のサイトにもなり、
非常にありがたいと思っています。
映画の中では、緊急地震速報も取り上げています。

また、富士山の地下のモニターはどうしたらいいです

かと聞かれたので、リアルタイムマグマトモグラフィ
を登場させました。マグマがだんだん上昇していく様
子をモニターできるリアルタイムマグマトモグラフィ
は、火山噴火予知の究極の姿です。映画の中には、そ
ういう夢も入っています。そこまで分かっていただけ
る人はほとんどいないので、自己満足だけかもしれま
せんが……。リアルタイムマグマトモグラフィについ
ては、今後も基礎研究を進めていきたいと思っていま
す。

ACROSSを移設
地震研ではあまり研究をしていないのですが、科研

費をいただき、ACROSS（精密制御定常震源システム）
を名古屋大学三河地殻変動観測所へ移設しました（図
4）。新しく冷却装置を設計したりする必要がありまし
たが、移設を完了し、すでに稼働しています。名古屋
大学に移ったら、ACROSS によるプレート境界のカッ
プリングのモニタリングの研究を始める予定です。

3 年間、大変お世話になり、ありがとうございまし
た。

図 4：名古屋大学三河地殻変動観測所へ移設された
ACROSS（精密制御定常震源システム）

冷却装置

震源装置

制御装置

GPS時計

パルスジェネレータ
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